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に在籍し、年齢は 20 代後半から 30 代前半で、いずれも３年から３年半の日本語学習歴を持つ。A 大学の留学生が男
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性よりも女性のほうがかなり多かったことから女性を調査対象者とし、ジェンダーを統一することによってスピーチ
レベル管理の特徴を比較しやすくした。各人の社会的ネットワークの中から会話を録音する相手を相談して決め、自



























































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、上級レベルの日本語学習者によるスピーチレベル管理の実態解明を目的とし、中間言語的なスピーチレ
ベル管理の様相に注目して分析と考察を行なったものである。対話相手や状況に応じた適切なスピーチレベル（文末
の「です/ます」の使用・不使用と語彙の待遇度）の選択やシフトに関する管理は、最も習得が難しいものの一つに挙
げられること、また、上級になるほどスピーチレベルの不適切な使用がよりよい人間関係構築にとってリスクになり
やすいことから、本研究は、より効果的でシステマティックな指導法開発の基礎研究として価値が認められる。 
 本研究の調査対象者は、最も日本語学習者数が多い中国語を母語とする留学生３名である。最大のオリジナリティ
は、従来の実験的に収集したデータではなく、アルバイトドメイン、大学ドメイン（対教員、対友人）、社交ドメイ
ンなどの社会的ネットワークをもとに、実際の接触場面における多様な生の談話を収集、分析した点にある。 
 その結果、複数のドメインにおける人間関係に応じたスピーチレベルの使い分けはおおむねできてはいるものの、
一方で独自に形成された中間言語的なスピーチレベル管理の特徴があることを見出すことに成功し、詳細に示した。
その特徴として挙げられたのは、待遇面よりも機能面の重視、狭義の敬語の使用の回避、独自にユニット形成した中
間言語的な方言形式の使用などである。これらの特徴形成に関する考察では、母語文化の影響よりも長時間接触する
アルバイトドメインの影響が非常に大きいこと、および、自ら習得した待遇規範意識と社会的ネットワークから受け
る影響から気づきや経験を通してスピーチレベルの学びが実現されていることなどを指摘した。次に、調査対象者に
特徴的なスピーチレベル・シフトとして、丁寧体あるいは普通体の文末と特定の表現が固定的に使用されることによ
るシフトなど、従来指摘されていない特徴を明らかにした。親密な友人との普通体基調の談話にしばしば意図的では
ないアップシフトが現れる現象を示すことによって、上級話者であってもスピーチレベル管理に終始注意を払い続け
ることの困難さを実証的に指摘した。さらに、これらの調査対象者に共通して見られたシフト管理の特徴に関して縦
断調査も実施し、各人の環境の変化の差が言語習得に影響を及ぼした可能性を指摘した点も評価できる。 
 以上のように、本論文は、日本在住の上級日本語学習者を対象とし、従来にない方法によってスピーチレベル管理
の中間言語的な特徴を分析した結果、多くの新規の知見をもたらし、日本語のスピーチレベル教育に貢献をなすと考
えられる。よって、博士（言語文化学）の学位論文として十分価値あるものと認められる。 
